
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「実施者」 

・試験を実施した方の情報を記載してください。 

「用途」 

・⑸項イと記載してください。 

「構造」 

・構造によって消火器の必要能力単位が変わることがありますが、不明
の場合は未記入でかまいません。 

「延べ面積」 

・各階の合計面積を記載してください。 

「必要能力単位」 

・延べ面積を 100 で除し、小数点以下を切り上げた数値となります。 

  例：130 ㎡/100＝1.3 必要能力単位「２」 

「緩和対象の消火設備」 

・その他の消火設備が設置されている場合、消火器の設置個数が変わる
ことがありますが、不明の場合は未記入でかまいません。 

「付加設置部分の有無」 

・付加設置とは、建物に関係なく消火器を付加する必要のあるものをい
います。不明の場合は未記入でかまいません。 

 



 

 

「階」「用途」 

・階数、設置する場所の用途を記載します 

「消火器の種別及び個数」 

・「a」に設置する個数を記載してください。 

※「粉末ABC消火器１０型」を示しています。 

「能力単位」 

・「「粉末 ABC消火器１０型」はA＝３、B＝７という能力単位を持ってい
ます。各数値を個数分乗じてください。Cは記入しないでください。 

「結果」 

・設置位置や標識の有無についての結果を記入します。〇を記入し、最終
的に消防検査で職員が確認します。 

「備考」 

・必要な特記事項を記入しますが、空欄でかまいません。 

  

 


